
「誰かが」ではなく「みんな」でつくる地域共生社会の実現へ

「宇都宮市地域共生社会の実現に向けた
福祉のまちづくりプラン」 を策定しました

地域で支え合うまち地域で支え合うまち

安心・快適に暮らせるまち安心・快適に暮らせるまち

思いやりがあふれるまち思いやりがあふれるまち

本市の現状

課題

計画期間 ▶ 令和５年度から令和９年度までの５年間

本市が目指す

「福祉のまち」



＜取組例＞
・共生のこころをはぐくむプロモーション
・若者ボランティア認定制度

＜取組例＞
・参加支援マッチング事業
・コミュニティーワーカーの育成支援
・支え合い協議会（仮称）の設置
・宮っこの居場所づくりの推進

＜取組例＞
・包括的相談支援事業 ・多機関協働事業
・子ども家庭センターの設置
・ヤングケアラー対策の推進
・成年後見制度利用支援事業
・民間賃貸住宅を活用した住宅確保
・要配慮者の居住安定化の推進

基本目標１

福祉のこころをはぐくむ人づくり

基本目標２

共に支え合う地域づくり

基本目標３

安心して暮らせる福祉の基盤づくり

・地域で見守り，心配な人に気がついたら相談
窓口につなぎます。

・判断能力が不十分な人への支援制度を理解
します。

・地域の活動に関心を持ち，情報収集し，参加
しやすい地域活動から参加します。

・家族や友人に声をかけ，参加者の輪を広げます。

・日ごろから地域でのあいさつや声掛けを積極
的に行います。

・高齢や障がいなどの特性を理解し，自分ができ
る範囲のちょっとした「手助け」を実践します。

市民に期待される役割

市民に期待される役割

市民に期待される役割


